
ス ポ ー ツ とマ ン ガ

生活世界 におけるスポーツへの解釈 的アプ ローチ

松 田 恵 示

1.ス ポー ツ とマ ンガ の 持 つ 「低 俗 性 」

詩歌 ・小説 ・戯曲などの文学は、「(美的、審美的)超 越」とい う性格 において常に 「(世)

俗」世 界か ら一定の距離 を保 っている。 この点 において文学 を"高 雅"な 芸術=文 化 と

捉えるならば、消費的、現実主義 的、一過的享受形態を常 とするマンガは、 まさに「俗」

世 界内に とどまる"低 俗な"大 衆文化である。1983年 に人気漫画家大友克洋の 『童夢』

とい う作 品が、マンガ としては初の 日本SF大 賞 を受賞 した。彼のこの作品が、「劇画の

表現が小説 を超 える可能性 を示 した」 と高 く評価 されたのがその理由であった。 この よ

うな状況か ら、近年マンガは文学 に近づ くほ どの新 しい芸術の1つ として社会的な地位

を得つつ発展 しているのだ と捉 えるむ きもある。 しか しこの見解が先 に触れたマ ンガの

「低俗性」に対す る反批判(ア ンチ)と しての性格が強いのであれば、それはいささか一

面的であるように思 う。

大衆文化の持つ 「低俗i生」 に対する批判は、大 まかに審美的 ・芸術的基準による場合

と倫理的 ・道徳的基準による場合 とに分れ る[井 上、1977、136]。 マンガが批判の対象

になるのは、主 として後者の観点 によるものが多い。一見度 しがたい 「低俗な ものの見

方」に対 してである。例えばギャグマ ンガの笑いは、`たてまえ'に 対す る"ほ んね"に 由

来 している。 どんなに高貴で気高い行為においても、その隠 された動機は きわめて俗 っ

ぽ い利害関係 を合わせ持つ といった場面設定がそれである。いわば 「下司の勘 ぐり」ふ

うの ものの見方である[井 上、前掲書、138]。 こ うした ところか ら井上が大衆文化に指

摘 したのと同様、社会学的に見てマ ンガの持つ重要 な 「低俗性」 とは 「高雅」ではな く

む しろ 「良識」に対立 す るこ とに よ って生 じる 「低 俗性」で あ る[井 上、前 掲書、

136]。 この点か らマンガに対す る批判 は、「良識」を冒驕 されたことによってひ き起 こる

既成社会の側の防衛反応 として も捉 えられ る。

社会に とって批判の対象であるマ ンガは、 しか し、 ときに硬直化 した社会を相対化 し
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た り、社会の抑圧に抵抗する力に もな りえるときがある。「良識」によって告発 され る「低

俗 」が、逆に 「良識」を告発 しか えす意味 を持つこ とが あるか らである[井 上、前掲書、

137]。 それはきわめて利己的で世俗的 な現実 に拘束 された ものであるか らこそ、既成秩

序 として社会を支配する 「良識」の解毒剤 として、「良識」を相対化 し活性化す るこ とが

で きる。その意味で、分析的 にマ ンガの持つ 「低俗性」 を批判、克服 しな くてはならな

い属性 として捉 えるのは正 しくない。む しろそれは、文化的特質 として擁護 され る属性

で もあ りえる。

他方、マンガは 「低俗」なもの として常 に 「良識」と対立するわけではない。逆 に 「良

識」を明示 し、確認づ けることもある。例 えばマ ンガに語 られ るヒーロー像は、「やさ し

さ」「力強 さ」等時代が求め る人間像 を反映 しているこ とが多い。こ うした人物に付与 さ

れ るイメー ジは、社会に深 く根づ く価値観=良 識 を象徴 的に現 している。そ してこうし

た良識は、社会的な認知 とい う意味でそのマンガを正 当化す るイデオロギー として機能

す る。マンガは、その意味で支配的な社会のイデオロギーを反映する とともに、それを

流布 し固定 させ るという社会成貝 に対する1つ の統制装置=メ デ ィア としての機能 も潜

在 させ ている。井上がG.オ ー ウェル、R.カ イヨワ、E,モ ランらの大衆文化論 を取 り出 し

てその機能 を指摘 したとお り[井 上、前掲書、134-139}、 日常的 な大衆文化 としてのマ

ンガは、 こうした観点から意味の秩序 に貢献するという 「神話の世俗的代替物」 として

の属性 も合 わせ持 っている。 いずれにせ よここに見られるマンガの 「低俗性」 と 「神話

(イデオロギー)性 」は、社会に深 く根づ く価値観=良 識に関わる両義的 な補完関係 であ

る。 そして この関係は、「良識」 とい う意味秩序の定点を自明視す る 「生 きられた経験」

としての生活世界を背景に成立 している。「低俗 な」大衆文化(マ ンガ)が 、 日常の生活

世界に生起する細か な一 しか しきわめて重要 な事象 を分析す るための豊かな資料的価値

を持つの もまさにこの所以である。

ところでスポーツを物語の重要 な要素=舞 台として扱 うマ ンガ(ス ポー ツマ ンガ)は 、

マンガ文化 における主要 なジャンルの1つ として今 日広 く読者に支持 されているといっ

てよい。 この ような大衆文化 としてのスポーツマ ンガには、例えばスポーツ観 と呼 ばれ

る集合表象、あるいは生活世 界において我 々がスポーツ経験 を構成 してい く定点 として

の 「(スポーツの)良 識」が隠 されている。そ してそれは 「低俗性」と 「神話性」を有 し

ている。マ ンガ を対 象にこうした 「(スポーツの)良 識」に関わる両義的な補完関係 を実

証的に明 らかにすることは、結果 として生 きられた具体的、全体的経験 としてのスポー

ツを理解す る営みに、若干の新 しい視角をつけ加 えることになるだろう。特 にこうした

「良識」の内容 とともに、それが構成される過程について触れ ることが出来れば、人々に

一定の秩序だったスポー ツの意味的世界がいかに構成 され共有されてい くのか とい うス

ポーツ社会学の1つ の問いにい くらかの有効 な知見を提供す るこ とになる と考 える。そ
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こで本稿ではこの点 を課題に、スポーツマンガ通史の作成 とい くつかの観点か らの考察

という作業 を通 して、マンガを分析対象に したスポーツへの解釈的接近 を試みることに

してみたい。

2.ス ポー ツマ ンガ通 史

スポーツマ ンガ を検討す るにあたって、まずその流れ(通 史)を 理解す ることは重要

である。それは、あるスポー ツマンガをそれ以前や以降のマンガ と関係づ けて解釈 を再

構成 させて くれるからである。ここではそれ を理解 の容易 な通史 として把握す るため、

入手可能であった戦後のスポーツマ ンガを対象に、単行本初版出版年度 による 「スポー

ツマンガ年表」[注1]の 作成 とスポーツマンガ史の時代区分 を試みた。特に時代区分 に

おいては、マ ンガ誌の興亡に視点 を置 く呉の時代区分論 に概 ね依拠 しなが ら[呉 、1990、

115-216]、 作品のテーマを中心にプ ロッ トを追い社会背景 を加味す る形で構成 した。詳

細は後述す るとして、ここでは各期の特徴 と指標 を提示す る。

第1期1949(昭 和24年)～1955(昭 和30年)

終 戦 に よって それ まで禁 止 され て いた スポー ツが 開放 され 、 その喜 びが マ ンガ に充

満 してい る時期

第2期1956(昭 和31年)～1965(昭 和40年)

戦後 とい う時代意識か ら離脱 し、 それ まで扱 うことを禁 じられていた武道(柔 道、

剣道等〉が本格的にマンガに描かれるようになるとともに、底抜 けの明 るさがマ ン

ガか ら消えてい く時期

第3期1966(昭 和41年)～1973(昭 和48年)

いわゆ るスポ根 もの の隆盛 期。 デ フ ォル メ に特 徴づ け られ る物語 として、 社会 に規

範 的 な意味や価 値 を伝達 した時期 。

第4期1974(昭 和49年)～1979(昭 和54年)

ス ポー ツマ ンガ に リア リズム が求 め られ た時期。 物語 の 主題 が、個 人に とって の主

観 的価 値 の 問題 に移 って い く。

第5期1980(昭 和55年)～1985(昭 和60年)

ラブ コメ といわれ るジャ ンルの全 盛期 。 スポー ツは その 中で 日常 のデ ィテ イル の1
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つ と して描 かれ る。

第6期1986(昭 和61年)～

さ まざ まな次 元 にお いて 多様化 が特 徴 で ある時期 。 と同 時 にマ ンガの 中の スポー ツ

が儀 礼 化す る傾 向 を強め て い る。

① 第1期 一開放の時代

敗戦 に よ って 日本 社会 の特 殊性 が否 定 され 、先進 モ デル(西 欧)へ の追 従 が余儀 な く

され た この 時期 、 それ までマ ンガ の素 材 と しては冷遇 され てい た スポー ツが 、 ス トー リ

ー マ ンガの 手法 の展 開 と ともに描 かれ 始め た
。 この 時期 、 少年 た ちの野球 熱 と重 な って

絶 大 な 人気 をは くし迎 え られ た ものが 『バ ッ ト君(井 上一 雄)』 で ある。 明 る くほ が らか

な ス トー リー は、 まさに野球 がで きる とい う少年 た ちの喜 び を素 直 に伝 え る もの で あ っ

た し、 少年 の純 真 な心情 を物 語の 骨格 とした もの で あ った。 スポー ツマ ンガは その歴 史

にお いて 、野球 が素 材 と して もっ とも多 く使 われ て い る。 その 中で もこのバ ッ ト君 は野

球 マ ンガ の草分 け的 存在 で あ り、 その後 の野球 マ ンガの原型 で もあ った。 また、 しば ら

く占領 統制 に よって禁 じられて いた武 道 もの がマ ンガの なか に復活 す る。 活劇 の持 つ 爽

快 さ も加 わ って前述 のバ ッ ト君 と人気 を二分 した のが 『イガ グ リ君(福 井 英一)』 で あ っ

た。初 期 の イガ グ リ君 に は、牧歌 的素 朴 さ と日本 的感性 の 復活 が 見て とれ る。 これ らは

『補 欠の正 ち ゃん(田 中正雄)』 『背番 号0(寺 田 ヒロオ)』 『木 刀 くん(高 野 よ して る)』

らに影 響 を与 える こ とに な った。

② 第2期 一(日 本的)歴 史の時代

この時期井上 らの影響 を受 ける作品 も見 られる中、朝鮮戦争後の特需景気 を背景に、

それ までの スポーツマ ンガに見られた明るさの変質 と、勝敗へのこだわ りがスポーツマ

ンガの全面に押 し出 されて くる。野球 マンガの 『ジャジャ馬 くん(関 谷ひさし)』 には、

それまでのマンガにない 「影」 を感 じることがで きるし、武道マ ンガは 「勧善懲悪」を

プ ロッ トとして勝 ち負けにこだわ るものが 多 くなった。柔道、剣道を素材 とす るマ ンガ

は、以降 も概ね この系譜上 に集約で きる。大衆の感情期待 を充足する 「熱血 もの」の原

型がここに見 られると言 ってよいだろ う。ある意味では、近代西欧に対 して相対的に独

自な伝統 を持つ 日本的文化風土か らの再 出発 といった側面を見せ る時期で ある。

③ 第3期 一物語の時代1

高度経 済 成長下 、大 衆 メデ ィア としての マ ン ガは またた くまに巨大 化す る。 この 中 で

作 画 レベ ルでの リア リズム を導 入 した 「劇 画」 マ ンガが 一気 に進 出 し、 ス ポー ツ根性 マ

ー200一



スポ ー ツ とマ ンガ 生 活世 界 にお け る スポー ツへ の解 釈 的 アプ ロー チ

ンガ と して名 高 い 『巨人の星(川 崎 のぼ る/梶 原 一騎)』 が生 みだ され る。 魔球 をめ ぐる

デ フ ォル メされ た戦 いの中 に、道徳 的 な規 範 を幾重 に も織 り込 んで物語 は展 開す る。 こ

の作 品は、苦 難 に対 してそれ を常 にの りこ えてい こ う とす る上昇 ・前進 へ の賛 歌で あ り、

またこの よ うな行為 を必要 とす る経 済成長 への 社会 の負欲 な志向=意 味秩 序 を顕在 化 さ

せ た もの として もよ く理解 で きよ う。また ほぼ 同時期 に、赤 軍派 のア ジテー シ ョンに「わ

れ われは あ したの ジ ョー で あ る」と宣言 させ た『あ したの ジ ョー(ち ば てつや/梶 原一 騎)』

が連載 を始 めて い る。 この長編 ボ クシン グマ ンガは 、 目的 を問 わず悪 意の 燃え尽 きるま

で戦 う とい う主 人公 ジ ョーへ の賛 美や あ こが れ、特 に若 い読 者 の コ ミッ トメン トを呼 び

起 こ した。 テ ン シ ョンの高 い感 情移 入 が可能 な物 語 の舞 台 として、 ス ポー ツはマ ンガ の

中心 に踊 り出 たので あ る。

また この傾 向 は少女 マ ンガ に も見 られ 、『ア タ ッ クNα1(浦 野千 賀子)』 『サ インはV(望

月あ き ら)』 『エ ー スをね らえ!(山 本鈴 美 香)』 等の スポ根 ものが人 気 をは くした。 当時

の少女 マ ンガ は、東京五 輪以 来の女 子バ レー ボー ル人気 を背景 に特 にバ レーボー ルが題

材 に なるこ とが 多 く、 チー ムゲー ム特有 の 人間関係や 「い じめ」 に耐 え、 それ を乗 り越

える主 人公の姿 を力 強 く描 い た ものが 主流 であ った。しか し中には 、『エー ス をね らえ!』

の よ うに、 テニ ス を通 じて少 女が ひ と りの女へ と自立成 長 してい く様 を描 く教養小 説 的

な もの も出現 して い る。 ところで この 時期 の スポー ツマ ンガの主 人公 は、 圧倒 的 に貧 し

い状 況(そ れ は実 に リア ルに描か れて い る)に あ り、 そ こで のハ ン グ リー精 神や不 屈 の

精神 力 がス ポー ツの神 話 と して語 られ る ときが 多い。 そ うした価 値観 は、 スポー ツ を正

当化 す るイデ オ ロギー として機能 して い る(そ して この 影響 は現 在 にお いて も続 いてい

る)。その意味 でマ ンガの持 つ神話性 が もっ と も発揮 され た時 期 と捉 える こ ともで きるだ

ろ う。

④ 第4期 一物語の時代2

昭和48年 のオ イル シ ョッ クを契機 に、 わが国 は安 定成 長期 に入 って くる。安 定 と同時

に社会 は保 守 化 をお しす すめ 、人 々の 関心 は世 界観や イデ オ ロギー で は な く、 個 人の生

活 その もの に焦点 を合 わせ 始 め る。 その よ うな社 会背景 を如 実 に反映 して、 ス ポー ツマ

ンガ も徐 々に新 しい流 れ を作 りだ す。

『ドカベ ン(水 島 しん じ)』 は、 それ までの魔球 、必殺 技 をめ ぐる野球 マ ンガ に幕 をひ

くこ とにな る作 品で あっ た。 ライバ ル た ち との対 決 にプ ロッ トの中心 が あるのは 同様 だ

が、 そ こには スポ根 マ ンガ に見 られた克 己的 な根 性 、忍耐 とい うモチ ー フは な く、 リア

ル な心理 戦 、現実 的 な人間 ドラマ が主題 となって い る。 また 『キ ャプ テ ン翼(高 橋 陽一)』

は、等 身大 の主 人公が努 力 を重ね て友 情 と勝利 を獲得 す る様 を読 者の 日常の 中 に描 いて

い る。 現実 感の ない スー パー ヒー ローへ の憧れ よ り、「とな りに いそ うな」主 人公へ の共
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感 を若 者 がマ ンガ に求め だ したの で あ る。 また勧善 懲 悪 もの として発展 して きた武道 マ

ンガ も、 第3期 を通 過 した後 、 『おれ は鉄兵(ち ば てつや)』 等の 天真欄 漫 を特徴 とす る

学 園 もの が 多 く生 まれ読 者 の実生 活 との距 離 をつめ て い る。

一方 、 『1・2の ア ッホ(コ ン タロ ウ)』 『す すめ!パ イレー ツ(江 口寿 史)』 等の ス ポ

ー ツ を題材 に したギ ャ グマ ンガが現 われ るの もこの時期 で あ る
。 野球 マ ンガ=熱 血=青

春 ドラマ とい うお決 ま りの 図式 を覚 め た 目で 自省 す るは しりで あ り、 野球 や ス ポー ツに

お け る 「本気 」 を これ らの作 品は笑 ってい る。 また、例 えば ゴル フブー ム を受 けるか た

ちで 『プ ロ ゴルフ ァー 猿(藤 子不 二雄)』 が 人気 作 品 とな った り、 スポー ツへ の女性 の進

出 に連動 して少女 マ ンガ で扱 われ るス ポー ツ種 目が 多様 化 す る な ど、 ス ポー ツマ ンガの

拡散 現 象が この時 期 見 られて い る。

⑤ 第5期 一 日常性の時代

この 時期 の スポー ツマ ンガ を もっ とも特徴づ け る もの は、 ラブ コメの全盛 に見 られ る

スポー ツマ ンガ の少女 化 で あ る。 この 時期 の代 表作 『タ ッチ(あ だ ち充)』 には 、 もはや

瞳 に燃 える炎 も友情 に支 え られ た涙の 勝利 もない。 そ こで は三角 関係 と しての恋 愛 をべ

一 ス に
、心 の揺 ら ぎに比 重 を置 く一種 の メロ ドラマ が進行 す る。 野球 は もはや 日常 のデ

ィテイル で しか な く、読 者 の 日常 と微 妙 に重 な り合 って い くこ とで物 語の 緊張 感が か ろ

う じて保 たれ て いる。不 思議 な時間感 覚 と、登 場 人物 の ノー キャ ラ クター性(キ ャ ラ ク

ター が ワ ンパ ター ン化 して い る)が この マ ンガ を支 えて いる。 この よ うな野球 マ ンガ は、

以後 も少年 マ ンガで常 に主 流の 一角 を占め る こ とに な る。 また第4期 に誕生 したギ ャ グ

マ ンガ もこの 時期発 展 を見せ 、特 に実名 のプ ロ野球 選 手 を素 材 と道具 だて に使 った 『が

ん ばれ!タ ブチ くん!(い しい ひ さみ)』 が大 ヒ ッ トした。4コ ママ ンガ とい うス ポー ツ

マ ンガ に とって は未知 の世 界 で、 人 々が常識 として持 ってい たプ ロ野球神 話や そ こで の

本気 を このマ ンガは コケに して笑 う。 まさにマ ンガ が現 実 の ス ポー ツ に対す る対抗 文 化

として機 能 して お り、 スポー ツマ ンガ もこ こに円熟期 を迎 えた と言 って いいだ ろ う。

む ろん 『キャプ テ ン翼』 に見 られ る よ うに、 この 時期従 来 型の物 語 を語 る スポー ツマ

ンガが 全 く無 くなった わけで は ない。 この作 品 は特 に小学 生 の絶大 な人気 を呼 び、地 域

の スポー ツ少年 団が 野球 か らサ ッカー へ と展開 してい く契機 を作 っ たマ ンガ であ る。 友

情 、努 力 、勝利 が作 品 のモ チー フ とな る点 で は、 この作 品 も対決 パ ター ン を基調 とす る

従 来 の ヒー ロー マ ンガ とか わ る ところは な い。 しか し 『キャプ テ ン翼 』 には、 あ たたか

い大 人の保 護 が あ るこ と、貧 しさの 克服等 スポー ツ を行 な うに あた って の外 的 な圧 力が

全 くない点で 以前 の もの とは大 き く異 なって い る。 主 人公 はた だ単 に好 きだ か ら、つ ま

り内発 ・自発 的 にサ ッカー に取 り組 むの で あ る。 この心 情 と物語 の明快 さが 少年 た ち を

と りこに した このマ ンガの 原動 力 であ った。
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⑥ 第6期 一儀礼化の時代

情報化に特徴づ けられ るこの時期、文化はマスメディアの支配 をうけていると言 って

も過言ではないだろう。 こうした背景のなかスポーツ とマンガの関係 も新 しい時代 を迎

えるにいたった。 『炎の闘球 児 ドッヂ弾平(こ したてつひろ)』 は、最近小学生の中でブ

ーム となったマ ンガである
。 このマンガが人気 を得 るにつれて、 こどもたちのあいだに

それまでどちらか とい うと人気がなか った ドッチボールが、マンガの後 を追 いかける形

で流行 し全国大会 まで もが開催 されるという現象を生みだ した。 まさに逆転現象である。

これまで社会のスポーツ像 をなん らかのかたちで映すことが主であったマ ンガは、 ここ

で新 たに現実のスポーツを創 るもの となった。 こうした傾向は柔道や相撲に も現われ、

現実 を実写 し、マニュアルを供給する情報 メデ ィア としてマ ンガは性格 を変貌 させ始め

ている。マ ンガが逆に現実感覚の受 け皿 になっている、あるいは 「マ ンガ というメディ

アが固有の メッセー ジ性 を持 った制度」[岩 見、1993、148]と なっている、そういう時

代にさしかかっているのが現在の状況であろ う。

3.メ タ フ ァー と して捉 え られ るス ポー ツマ ンガ の 意味 的 構 造

ここでマ ンガ にお いて描 か れ るス ポー ツ を、1つ の メ タフ ァー(隠 喩)と して見 立て

た場 合 、素材 や道具 立て と して使 われ るスポー ツの意 味 内容 か らス ポー ツに対 す るイ メ

ー ジが指摘 で き るこ とにな る
。 『巨人 の星』、 『キャプ テ ン翼 』につ いて 今 ここで検 討 して

み よ う。

両 者 ともいわ ゆ る熱 血 もの で対決 バ ター ンを基 調 に したプ ロ ッ トを持 つ 、つ ま り勝 敗

をめ ぐる物 語 が その 中身 で あ る。ス ポー ツ を対 決の場 と して取 り上げ 、「い か に して 負 け

か ら勝 ちは可 能 か」 とい う英雄神 話 を流布 す る点 にお いてそ れ らは共通性 を持 って い る。

この よ うなス ポー ツ の見立 て方 は、 これ までの ス ポー ツマ ンガの 中で もっ と も多 く、主

流 を 占め る もの で もあ る。神 話 的物語 と してス ポー ツ を見 た い とい う期待 の現 われ で あ

る し、 そ こでの 内容 は 「(スポー ツの)良 識」 として広 く社 会 に横 たわ って い る もの であ

る。

『巨 人の星 』 に見 られ るの は
、 人生 の メタフ ァー(隠 喩)と しての スポー ツ像 で あ っ

た。 ス ポー ツ を人 生 と解 釈 す る こ とに よって 、根性 に よって前進 す る主 人公(星 飛 雄 馬)

の心 情 を読 者 は疑似体 験 し、感情 移 入 し、 ときには 自己 同一視 し上昇 す る力へ の あ こが

れ を抱 いて ス トー リー を追 う。 ス ポー ツは、社 会 的 な認知 を受 け るため の場 と して も見

立 て られ 、印 象づ け られ、 そ こに強者 一 弱者 あ るい は勝 者 一敗者 関係 として成 り立つ ス

ポー ツ像 と社 会像 が相補 的 に形成 されて い く。 この よ うな メタフ ァーの 内実 は、 ス ポー
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ツ にお いて 当該 の社 会状 況 あ るい はその社 会 の支配 的 な価 値体 系 を象徴 的 に表現 した も

ので あ る し、 イデ オ ロギー と して物語 とい う形 式 を とった世 界観 の語 りで もあ る。

『キャプ テ ン翼』 にお いて も、友情 、勝 利 、努 力等の 手垢 のつ いた言葉 の メ タフ ァー

と して スポー ツが 見立 て られて い る。 しか しここで は先 の 『巨人の星 』 とは異 な り、 自

発的 ・内発的 なサ ッカーへ の情 熱が作 品の土壌 をな して い るこ とか ら もわか る よ うに 、

その指 向対 象が 日常生 活 にお け る個 人的 な問題 へ と向 か って い る。社 会 ドラマ として の

性 格 を持 つ 『巨 人の 星』に対 して ホー ム ドラマ としての性 格 を持 つの が 『キャプ テ ン翼 』

と言 え るだ ろ う。

しか し、近 年 の傾 向 として 、 こ う した 「人生 の メ タフ ァー と しての スポー ツ」 とい う

「良識」を コケに して笑 う とい うギ ャ グマ ンガがふ えて い る
。 また 「ア メニ テ ィー 」、 「日

常 生活 」の メタフ ァー としてス ポー ツが描 かれ るマ ンガが現 われ て い る(例 えば 『タ ッ

チ(あ だ ち充)』 等)。 この点 か ら、 スポー ツ に対 す るイ メー ジが現 在変 化 しつつ ある こ

とも、 ここで一 言つ け加 え てお くこ とに した い。

とこ ろで、 こ うした コー ドに 則 った スポー ツマ ン ガ とい うシンボ ルの使 用 を通 して コ

ミュニ ケー トす る我 々は、 い ったい いか な る スポー ツの 意味 的構造 を共 有 す る上 にお い

て その こ とが可 能 に なるの か。 それ に関 わ って、 スポー ツマ ンガ通 史の検討 か ら相対 的

に独 立 な次 の2つ の 次 元 を区 別す る こ とが 有効 で あ る。1つ は、「ま じめ(聖)一 あそ び

(遊)」 を両 極 に連続 す る 「ドラマ(物 語)性 」 の次 元 で あ り、他 方 は 「身体 一精 神 」 を

両 極 に 連続 す る 「ユ ー フ ォ リア(幸)性 」 とこ こで呼ぼ うとす る次元 で あ る。

ドラマ性 の 次元 とは 、 スポー ツ を物 語 と して 見た い とい う欲望 と結 びつ いて いる。先

の 『巨 人の星』 では そ うい う意味 にお いて 、 スポー ツは ま さに 人生 ドラマ その もので あ

った。 葛 藤 とその解 決 とい う ドラマ の主題 を通 して、 社 会あ るい は スポー ツの秩序 の あ

るべ き姿 が そ こに示 され てい る。悲劇 の 形式 を とるこの作 品 は、一種 宗 教的 、儀礼 的 な

雰 囲気 が全編 に漂 ってい る。 「聖 な る価値 や権 威」が その ドラマ を支 えて いるか らで あ ろ

う。 その点例 えば 『タッチ』 とい う作 品に は そ うい う重 々 し さが ない。 日常 的 な出来事

が 自律 的 に漂 流 し、 ドラマ は この 中 に展 開 す る。 ど こ とな く喜劇 的 で もある し、 また、

たい そ う気楽 で もあ る。世 俗 的 な精 神 が この物語 を支 えて い るか らで あ ろ う。マ ンガ に

み られ る 「表 象」と しての スポー ツ像 は、 まず この よ うな ま じめ一 あそ び を極 とす る 「ド

ラマ性 」 とい う軸 に関 わ って構 成 され て い る。

次 にユー フ ォ リア性 の 次元 につ いて検 討 したい。端 的 に それ は、 ス ポー ツ に内包 され

るある種 の コ ミュニ ケー シ ョンに依 拠 す る心地 よさ を享受 した い、 あ るいは それ を 人間

関係 の ア メニ テ ィ と して 見 たい とい う欲 望 に結 びつ いて い る。ユ ー フ ォ リア とは 、E.

Goffmanが 「ゲー ムの面 白 さ」につ いてす く・れた論議 を展開 させ た折 、我 々が 自発 的 に

関与 す る対 象 か ら出来上 が って い る世 界 と、 出合 の変形 ル ール に よって刻 まれ作 りだ さ
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れ た世 界 が一致 す る ときに感 じる気 楽 さ を指 す概 念で あ った。[E.Goffman、1961:訳

書 、34]自 発 的 に リア リテ ィを感受 してい る世 界(ス ポー ツ コ ミュニ ケー シ ョンを 自発

的 に欲望 す る主観 的世 界)と リアル だ と受 け入れ を要 請 され る世 界(「 表 象」 としてマ ン

ガ に現 われ たス ポー ツ コ ミュニケー シ ョン を内 包す る間 主観 的世 界)と が 一致 し、 緊張

を生 じさせ な い心 地 よさ。 スポー ツマ ンガ に現 われ る 「見 る一感 じる」 コ ミュニ ケー シ

ョンに広が る共感 的 、身体 的 、感性 的 心地 よさ を誘 うしか け、 「読 む一 考 える」コ ミュニ

ケー シ ョンに広 が るあ こがれ 的、精 神 的、理 性 的心 地 よ さ を導 きだ す表現 。 マ ンガか ら

検討 す る限 りにお いて、 我 々は この よ うな個 人 と社 会 との 意味 に満 ち た関係 と も換 言 で

きる、 ある種 の コ ミュニケー シ ョンの心地 よ さをス ポー ツに求 めて い る。 こ こでは この

レベ ル にお ける スポー ツの 「幸福 感 」 を指 して 「ユー フ ォ リア性 」 と呼 ぶ こ とに した い。

例 えば 『ドカベ ン』 とい う作 品 は ライバ ル との対 決 が主題 とな る。 そ うい う意 味 では

『巨人の星 』に近 い 「聖 的 ドラマ 性」 を持 つ。 しか し 『ドカベ ン』は、状 況 を超 えた 一貫

性 に固執 す る こ とに特徴 的 な集 団(的 価 値)へ の コ ミッ トが 見 られ な い点 で 『巨人 の星』

とは異 な ってい る。 そ こで の 人間 関係 は、 流動的 で あ り、感性 的 で あ る。 しか し 「意識

化 され ない次 元 」=身 体 に お いて 、チ ー ム メイ トは確 実 に共 同体 を形 成 してい る。 身体

的 、感性 的 な 「ユ ー フ ォ リア性 」 に このマ ンガは特徴 づ け られ てい る と言 って もよい だ

ろ う。逆 に、 ギャ グマ ンガで あ る 「す すめ パ イ レー ツ」 に お いては、 状況 を超 えた一貫

性 に 固執 す るこ とに よる ま じめ な集団(的 価 値)へ の コ ミッ トを コケ に して笑 い を誘 う。

精神 的 、理性 的 な コ ミュニ ケー シ ョン に生 じるユー フ ォ リア性 を相対 化 してい るので あ

ろ う。 マ ンガの持 つ 「低俗 性 」 が いかん な く発揮 され て い る例 で あ る。 この よ うにマ ン

ガ にみ られ る 「表象 」 と しての スポー ツ像 は 、 また一方 で 「ユー フ ォ リア性 」 とい う軸

に関 わ って構 成 されて い る。

ここで これ まで の議論 を要 約 す る と次 の よ うに図示 で きる(図1)。 一・定 の社会 集 団の

(ユ ー フ ォ リア性)

身体

ま じめ(聖)

(ド ラマ性)

「ド カ ベ ン 」 型 「タ ッ チ 」 型

「巨人 の星」 型 「すす めパ イレー ツ」型

あそび(遊)

精神

図1漫 画に現われたスポーツの意味的構造
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経験 的 な ス ポー ツ意 識 と、作者 に よって想像 され たス ポー ツ像 との関係 を よ く捉 え るた

め に、 マ ンガ に現 われ た 「ス ポー ツの 意味 的構造 」 とい うコンセプ トを措 定す るこ との

意義 は大 きい。 この 観点 は さ らに精 練 され る余 地 を残 して い るが 、 さ しあた っては有 効

であ る と考 えてい る。

4.メ デ ィア と して の マ ンガ とス ポー ツ リア リテ ィの 変 容

ここで さ らにス ポー ツマ ンガが 社会 的 に どの よ うに操作 され、 その こ とに よ りいか な

る社会 的効 果が 生み だ され てい るのか を問題 とす る こ とで、現 代 にお い て主観 的 に有意

味 なスポー ツ経験 を支 え るス ポー ツの 意味 的世 界の構 成 にマ ンガが どの よ うな機 能 を持

つ のか 考 えてみ た い。

「休 み時 間の ち ょっ とした遊 びに過 ぎなか った ドッヂボー ルが
、急 に人 気 を集め 始め

たの は89年 の秋 。 ブー ムの仕掛 け役 は 『コ ロコ ロコ ミック』だ った。 ドッヂ ボー ル を 「史

上最 強 の格 闘球 技=闘 球 」 と名付 け、89年11月 号 か ら、 ドッヂ ボー ル ・マ ンガの連載 を

ス ター トさせ たの だ。(中 略)マ ンガ 人気 に比例 す る よ うに、 小学 生の ドッヂ ボー ル熱 は

高 まった。 同誌 と全 国 児童館連 盟 が協 力 して ドッヂ ボー ルの 統一 ルー ル を作 り、間 もな

く、 日本 で初め ての ドッヂ ボー ル団体 「日本 スーパ ー ドッヂ連盟 」が 発足 。(「子供 た ち

はい ま」 日本経 済新 聞社 編)」

ここに書 かれ た事 実 は、マ ンガ(あ るいは 「表 象」 と しての ス ポー ツ)が 、現 実 の ス

ポー ツ行為 に先 だ った結 果 で ある。マ ンガの 中で い ろい ろな戦法 、技 術が あみ 出 され て

子 供 た ちの話題 にの ぼ り始め た こ とを考 え る と、 それ がマ ンガ にお け る シンボル と して

の スポー ツ を特 定の 立場 か ら操 作 し意 図的 に用 意 した現 象 で ある とと もに、主 人公 「弾

平 」の 物語 に現 実の ドッヂ ボー ル を置 き換 えた こ とによ り、 そこ に含 まれ る対 立や疎 外

を消滅 させ 、 あ る種 の共 同性 の イ メー ジ(精 神 的ユ ー フ ォ リア性)が 子供 た ちの 間 に共

有 され た と考 え られ る。 この よ うな意 味や それ に と もな う社 会的 スポー ツ行為 を作 りだ

す シンボ ルの機能 を理解 す る にあた っ て、 その ための重要 なて がか りに、 ここで は 「主

体 一媒 介者 一客体 」 とい う作 田の3項 図式 か らな る行為 認識 の枠 組 み を利 用 したい。 こ

の図 式 を適 用す る と、 「主体 の スポー ツ意味 的世 界一 『表 象』としての スポー ツ像 一 現実

の スポー ツ経 験」 と して、マ ンガが単 な る現実 の ス ポー ツ経 験 の反映 あ るいは表現 で あ

る こ とに とど まらず、 ス ポー ツ行為 をめ ぐる ダイナ ミズム の 中で意味 の源 泉 と して も位

置つ く、 とい う観点 が導 か れ る。 しか しなぜ メデ ィア と しての マ ンガが 「媒 介者=意 味

の源泉 」 と しての機 能 を よ く果 たせ るこ とにな るのか。 本項 の議 論 の ポ イン トはこの点

に集約 され るこ とに なる。

さて、伝 統 的 な社 会 学営 為 に お け る行 為 論 は、 ウ ェーバ ー 以 来 もっぱ ら 「主体 一 客
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体 」、あるいは行為主体相互の2項 図式関係 としてそれ を扱 うことが 多か った。これに対

し、行為 におけるオーデ ィエ ンス(観 客)の 存在 に注意 をむけるE.Goffmanは 、明 らか

にそこに新 しい項 をつけ加 える方向に近づ いている。E.Goffmanと ほぼ同様の視角 を

持つ作田は、R.Girardの 文学批判に現 われた 「媒介者」の概念 を精練 させ るこ とによ

り、さらにこの観点 を広げ、行為 における3項 図式 を鋭利 に展開 させ るに至 った。[作

田、1981]

R.Girardの 媒介者の概念は、「ロマ ンチ ックな虚偽」 として構成される現代の個人主

義的態度への批判が土台 となっている。人間は本性上 自律的であろうとす る個人主義的

世界観 は、行為 における 「媒介者」のどんな影響 も排除することにおいてこそその行為

は価値的であるとされ る。 しか し、例 えば社会学における準拠人の概念(そ の意味では

準拠集団論 は画期的であるが、主体一媒介者関係にそれが焦点化 される点で2項 図式の

枠をでていない)か らもわかるとお り、媒介者の影響は現実的には不可避である。 その

事実 を認めること、そこに人間の現実的な 自由が広が るとするのが彼の批判の視点であ

る。こうして展開 されるR.Girardの 媒介者の類型論は素朴であるが、応用範囲が大変ひ

ろい。彼は大 き く媒介の種類 を2つ のカテゴ リーに分ける。1つ は外的媒介で、例えば

物語の中にでて くるヒー ローの ような存在であ り、主体の行為 を導 くモデル となる存在

である。 それが架空の存在であるから、主体 と媒介者は現実的 な関係 を結ぶ ことはない。

もう1つ は内的媒介であり、主体 に とってライバル として現 われ る存在である。 ライバ

ル とは、本来主体が客体 に至ることを阻止す る、主体の前に立 ちふ さが る障害である。

しか し、まさにR.Girardの 独創的な点であるのだが、彼はこの ライバルが、主体の欲望

を喚起することに注 目し、一見それ とは無縁のモデル関係の中にそれ を包摂 して しまう。

ライバルが主体 より先ん じている場合、主体は ライバル を尊敬 し、そのようにな りたい

と欲望 する。 ライバルの欲求 を模倣す るのであるか ら、 ここでの他者はモデル=ラ イバ

ル関係 となる。作田は、このR.Girardの 論 をさらに進め、「実在一不在」「関与一不関与」

「刺激一抑制」「助 け手一 ライバル」「心理的距離の大小」「空間的距離の大小」か ら成 る

媒介者の6様 態 を示 し、 これ までの行為理論、社会関係の理論が どれ も完全 な3項 図式

の上に依拠 しているのではな く、逆 にそこか ら光 をあてるこ とで、それぞれの もつ特徴

が明 らかになることを示唆 している。

ところでR.Girardの 内的一外的媒介概 念は、第1に は作田の述べる「実在一不在」「関

与一不関与」の様態に関わっている。 この とき内的媒介者が主体 の行為 に与える影響力

は、外的媒介者のそれに対 して、実在的、関与的であるのだから、あるいは願望の可能

圏がそれゆえ重 なり合 うのであるか ら、大 きい と考 えてよい。極端 には、 ライバル とし

ての内的媒介者がいなければ潜在的であるにとどまった欲求が、そのために活性化する

こ ともあ りえるほ どである。 ここで、先の ドッヂボールの例 を思 い起 こしたい。 ここま
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での論 議 か ら、マ ンガ が スポー ツ行為 の主体 に とって、 「媒 介者 」として機能 す るこ とは

容 易 に理解 で きよ う。 しか し、 マ ンガ な しには ま さに 「潜在 的」 で あ るに とどまった か

も しれ ない ドッヂ ボー ルへ の欲 求が そ れの ため に活性化 した こ とを思 えば、実 在 しない

とい う点 に お いて外的媒 介 者 としか な りえな いマ ンガ表現 が、 あ たか も内的媒 介者 とし

て 存在 す るかの よ うに見 え るの はなぜ か。 この こ とにマ ンガ の メデ ィア特性 が大 き く関

わ ってい る。

マ ンガ は省略 と誇 張 に特徴づ け られ る、絵 と言葉 か らなる メデ ィアで あ る。 そ して そ

の特性 の最 大 の ポイ ン トは 、受 け手 の気 ままな コ ノテー シ ョン を誘発 す る その独 特 の表

現 方 法 にあ る。 一 方で は 「マ ンガ を読 んで い る若者 」 とい う社 会的 カテ ゴ リー の 中 に 自

己 を表 出 させ な が ら、他 方 で きわめ てパ ー ソナ ル な空 間 を作 りだす こ とがで きる。 表現

素 とそ のデ ジタル的提 示が 、 「私 的 に」 「多様 に」読 み を可能 とし、 ます ます パー ソナ ル

な イメー ジ空間 が構成 され る こ とが こ こで の内実 で あ る。 これ を可 能 と して い るの は、

1つ に若者 が持 つ リテ ラ シー で あろ う。活 字 メデ ィアの 一方 向的 ・強制 的論理 、 あ るい

は「読 む一 考 え る」とい うパ ター ンに対 して、現 代の 若者 は共振 的論 理 、 「感 じる一動 く」

とい うバ ター ンを身 につ けて いる。 こ うして 、マ ン ガの読 み を 自分 自身の リア リテ ィ感

覚 に合 わせ て 多様 に展 開、構 成す る若 者 に とって 、 「媒 介者 」 と してのマ ンガ(「 表 象」

と しての ス ポー ツ)は いか なる もの として存 在す るの か。 この よ うな主体 に とって、 ま

ずマ ンガ表現 は主体 に対 し絶対 的 な距離 を持 つ理 想像=外 的媒 介 としての関係 を なが く

保 て ない。 自身 の リア リテ ィ感覚 に も とつ いてマ ンガが読 まれ るので あ るか ら、 それ を

「遠 く離 れ た世 界」として認識 す る こ とはで きない。 む しろ、 ます ます その過 程 にお い て

媒 介者 は接 近 し、 自身の分 身が不 在の媒 介 者 を肩代 わ りす る形で独 立 し、 まさに想像 の

「私」が モデル=ラ イバ ル関係 として位 置づ き、 その 関係 をさ らに 自己増殖 してい くこ と

に な る。 ここにお い て、不在 、不 関与 の マ ンガ表現 が 内的媒 介へ と移 行 す る。 この とき

両者 の願望 可能 圏 は ほ とん ど重 な り合 い(も とも と両 者 は 「私 」で しか な いのだ か ら)、

現実 と虚構 の区別 が な くな る。 マ ンガ の世 界に写 しだ され た 日常 の リア リテ ィが 、逆 に

現実 世 界 に対 す る リア リテ ィ感覚 のプ ロ トタイプ を育 む 、 あ るいはマ ンガ が現 実 の受 け

皿 を作 る とい うこ とが こ こに展 開 す る。 そ うい う意味 にお いて、先 の ドッヂ ボー ル の例

は、 この よ うな現 実 の例 で あ る と言 え るので あ ろ う。

5.ス ポー ツ行 為 に関 わ る3項 図式

最後にスポーツ行為の社会学的分析において、これまでの論議 が持つ意味 を 「行為の

3項 図式」 とい う観点か ら若干指摘 してみたい。マ ンガに現 われたスポーツの意味的構

造は、「表象」としてのスポーツ像 と社会の経験的スポーツ意識の関係に焦点 をあてた も
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の で あ った 。「媒 介者 」として位 置づ け るこ とが で きるこの存在 を焦点化 した こ とは、 同

時 に スポー ツ行為 をめ ぐる3項 図 式の 定立へ の一 歩 に もな りうる と考 え られ る。 こ こで

仮 説的 に それ を図示 す る と以下 の よ うに な る(図2)。

スポーツ媒介者

/＼
スポーツ行為主体 行為客体 としてのスポー ツ

図2ス ポー ツ行為の3項 図式

近年特に 「行為一行動(傾 向)一 く生〉発現」 とい う各アスペ ク トの関連の中に、行

為理論 を体系づ けることが指 向されている。 ここで詳細を述べ るこ とはで きないが、 こ

れまでよ く扱 ってきた行為者 自身の選択 によって特徴づ けられ る自律的 な目的論的要素

に対 して、Mauss、Bourdieu等 が注 目す る習慣化や慣習化 といった行為者の制御 を超 え

た行為パ ター ンとしての他律的要素 を焦点化 し、意識化 をのがれたレベルにまでをも視

野に入れたスポーツ行為論の検討 に、この3項 図式は道 を開 く可能性 を持 っている。い

ささか大風 呂敷 をひろげたが、 この点 に関 しては後 日展開 を期 したい と思 う。
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スポー ツマ ンガ通 史① 【1949(昭 和24年)～1967(昭 和42年)】

年代

ジヤンル
1949年(S24)～1955年(S30) 1956年(S31)～1966年(S41) 1967年(S42)

(1949) (1956) ミラ クルA(貝 塚 ひ ろ し)
バ ッ ト君(井 上 一雄) 補欠の正 ちゃん(田 中正雄)

(1951) ライナ ー君 佃 中正 雄)

ドンマ イ君(福 井 英一 〉 (1958)
背番号0(寺 田 ヒロオ)

ナ ガシマ くん(わ ち さんぺ い)

く りくり投手(貝 塚 ひろ し)

ジャジャ馬 くん(関 谷ひ さ し〉

野球 もの (1959)
スポー ツマ ン金太郎(寺 田 ヒロ オ)

(1961)

ちか いの魔球(ち ばてつや 〉

(1965)
黒い秘密兵器(福本和也〉

(1953) (1958)
イガ グ リ君(柔 道一福井 英一) 矢車 剣之 介(剣 道一 堀江 卓)

(1954) (1960)

武道 ・格 技 も 赤 胴鈴之 介(剣 道一福井 英一 ・竹内) 暗闇五段(柔 道一寺 田 ヒロオ)
の (1955) (1968>

ダルマ君(柔 道 一田 中正 雄) 柔道一 直線(柔 道 一永島慎 二)

木刀君(剣 道 一高野 よ して る)

闘 技(ボ ク シ
ン グ プ ロ レ

ス)も の

球 技(チ ー ム
ゲーム)も の

テ ニ ス ・ゴ ル

フ もの

ハ リスの旋 風(学 園 スポ ー ツー ちば

てつ や)

その他

スポーツマンガ

の時代 区分 第1期 欄 放の時代);第1嘲 歴 史の・寺代)}
圏 匹

社会 と中心的 戦後混乱期 戦後復興期

読者層 団魂の世代

S25朝 鮮 戦 争S39オ リン ピ ッ クS413C(カ ラー テ レ ビ、 カー 、 ク

社会 とスポー 特需景気 経済成長加速 一ラー)の時代
ツ をめ ぐる出 プロ野球人気

来事
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ス ポ ー ツ マ ン ガ 通 史 ② 【1968(昭 和43年)～1970(昭 和45年)】

年 代

ジヤ ンル
1968年(S43) 1969年(S44> 1970年{S45)

巨人の星 川 崎のぼ る ・梶 原 騎) 甲 子園の 上(・ 峰大 二) モ ー レ ツ!巨 人(石 井 い さ み 〕

うなれ熱球(荘 司 としお) ど ろん こ エ ー ス(一 一峰 大'⊃ 二死満 塁(浦 野F賀 壬)*

少年 ジャイア ンツ(ち ば てつや} 太陽に打 て1梶 原 一騎) 友情の バ ッテ リー(江 波譲 二!

魔球 の王者(荘 司 としお) 燃えろ剛介(水島新剛 あ あ!甲 子園(園 田光慶)

青春 をぶつ けろ(高 橋わ たる)
アニマ ル球場(眉 月は るな)*

エ ー スナ ンバ ー(斉 藤 ゆ ず る)

野球 もの

虹 を よぶ 拳(空 手一つ のた じろ う}

空手 バ カー代(空 手一 つのだ じろ う)

武道 ・格 技 も

の

カ ウ ン ト8で 起 き て!(ホ ク シ ン グ タ イ が 一 マ ス 頻 フ ロ゚ レ ス ー 辻 な お キ ノ クの 鬼 〔キ ワ クホ ク シ ン グ 中
一 さ い と う た か お} き ・梶原 騎) 城 健)

闘 技(ボ ク シ あ し た の ジ ョ ー 〔ボ ク シ ン グ ー ち 制 服 のボ クサ ー(ボ クシ ン グー あ し

ン グ プ ロ レ ば ・梶 原 ・騎} べ つ ひ ろL;

ス)も の

友 情の 回転 レシーブ1バ レー 一 浦野 ア タ ソクNα1{バ レー 一 浦 野f・ 賀 拍 赤 き血 の イ レ ブ ン(サ ・カ ー 一 高 橋

千賀子)* わ た る 〕

サ ・カ ー一番 長iサ ・カー 一 小 島 利 明)

ヒ バ!バ レ ー ボ ー ル(バ レー 拝 出

ちか え 〕*

球 技(チ ー ム ア タ ノクV(バ レ ー 旭 丘 光 志)*

ゲ ー ム)も の サ イ ン はVlバ レ ー 一 望 月 あ き ら)*

ラケ ッ トに約 束(テ ニ スー 青池保 子)

*

テ ニ ス ・ゴ ル

フ もの

その他

スポーツマンガ

の時代区 分
第Ili期(物 語の 時代①)

社会と中心的 高度経済成長期
読者層 団魂の世代

S44人 気 スポーツ漫 画の テレ ビア

社 会 とスポー ニ メ化

ツ をめ ぐる出 (巨 人の星 等)

来事
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スポーツとマンガ 生活世界におけるスポーツへの解釈的アプローチ

ス ポー ツマ ンガ通 史③ 【1971(昭 和46年)～1973(昭 和48年)】

年代

ジヤ ンル
1971年(S46) 1972年(S47) 1973年(S48)

少年 草野球 団(小 山田つ とむ) ドカベ ン(水 島新司) ア ス トロ球団(中 島徳博)

ホー ム ラン太 郎(古 城武 司〉 侍 ジャイア ンツ(井 上 コ ト) すべ りすみ セーフ(中 森 清子)*

リリーフサ ッち ゃん(関 谷ひ さ し) 勝 つ まで泣 くな!(荘 司 と しお) へ い!ジ ャンボ(水 島新 司)

アパ ッチ野球 軍(梅 本 さちお) 野球狂の詩(水島新司)
マ ウン ドの 狼(高 橋 わた る)

球速0.25秋(眉 月は るな)*

男どアホ ウ甲子園(水 島新 司)

ほ えろ若 トラ(水 島新 司)

野球 もの

武道 ・格技 も

の

闘 技(ボ ク シ

ン グ プ ロ レ

ス)も の

ワ ン ・ツ ウ ・ア タ ッ ク!(バ レー 一 五 が め つ くシ ュー ト!(ハ ン ドボ ー ル

十嵐典子〉 一 浦野千 賀子)

それ い け1ワ ン ・ツ ー(バ レー 一 田 中

美智子)

球 技(チ ー ム
ゲー ム)も の

エ ー スをね らえ!(テ ニ スー 山本 鈴

美香 〉*

テ ニ ス ・ゴ ル

フ もの

一 匹の おれ(ボ ー リン グー 梅 本 さ ち

お)

その他

スポーツマンガ

の時 代区分 第111期(物 語の 時代①〉

社会と中心的
読者層 (産 業化社 会)ニ ュー フ ァ ミリー

S46ボ ー リン グブ ームS47札 幌 冬季 オ リンピ ックS48オ イルシ ョッ ク

社会 とスポー ゴル フブ ーム

ツをめ ぐる出

来事
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スポーツとマンガ 生活世界におけるスポーツへの解釈的アプローチ

スポー ツマ ンガ通 史④ 【1974(昭 和49年)～1976(昭 和51年)】

年代

ジャ ンル
1974年(S49) 1975年(S50) 1976年(S51)

輪球 王 トウ(水 島新 司) 燃える魔球(大倉英治) 泥 ん こ球 場(江 波譲二)
あぶ さん(水 島新 司) あ らしの エー ス(い け うち誠一) 1・2の ア ッ ホ!(コ ン タ ロ ウ)

ア ルプ ス くん(水 島新 司〉 リ トルの団 ちゃん(梅 本 さちお) ガ ッ ツ ジ ュ ン(小 畑 し ゅん じ)

いただ きヤ スベ エ(水 島新 司) ベ ス トナ イン(荘 司 としお) ゲ タバ キ甲子園(小 畑 しゅん じ)

しま って いこ うぜ!(吉 森み き男) 炎の巨 人(竜 崎遼 児) ア リン コ球 団(吉 森 み き男)

キャプテ ン(ち ば あ きお) 魔球 甲子 園(杉 戸光 史) プ レイボー ル(ち ば あ きお)

甲子園の空 に ちか え!(庄 司陽 子) 野球 魂(か ざま鋭二) 一球 さん(水 島新 司)

おれの 甲子 園(か ざま鋭二) エー スの条件(水 島新 司)

野球 もの 野球 大将 ゲ ンちゃん(水 島新 司)

おれは直 角(剣 道 一小 山ゆ う) 空手 地獄 変(空 手 一 中城 健 ・梶原 一
柔 道賛歌(柔 道一 梶原一騎) 騎)
お れは鉄兵(剣 道 一 ちばてつや)

武道 ・格 技 も

の

闘 技(ボ ク シ
ン グ プ ロ レ

ス)も の

虹 の挑戦者(サ ッカー 一中城健 ・高橋 栄光 の シュー ト(サ ッカー 一 今道 英

朝雄) 治)

球 技(チ ー ム
ゲ ー ム)も の

青 春 スマ ッシュ(テ ニ スー ひ だの ぶ コー トの 嵐(テ ニ ス 灘 し げ み)* 燃 え ろ!ス マ ッ シ ュ(テ ニ ス ー 灘 し

こ〉 プ ロ ゴルフ ァー猿(ゴ ル フー藤 子 不 げみ)*

テ ニ ス ・ゴ ル
二雄)

フ もの

サ イ クル野郎(自 転 車一荘 司 としお) 氷上 の プ リンセ ス(フ ィギア スケー

トー 池原成利)

栄光 の ス トロー ク(水 泳一灘 しげ み)

その 他

スポーツマンガ

の時 代区分 ;第IV期(物 語の時代②)
,

社会 と中心的 安定成長期
読者層 ノンポ リ世代

S51ジ ョギ ン グ ブ ー ム

社 会 とスポー サー フ ィン人気

ツをめ ぐる出

来事
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ス ポー ツ とマ ンガ 生 活 世 界 に お け る ス ポー ツへ の解 釈 的 ア プ ロー チ

ス ポー ツマ ンガ通 史⑤ 【1977(昭 和52年)～1979(昭 和54年)】

年代
1977年(S52) 1978年(S53) 1979年(S54)

ジヤ ンル

ああ!青 春 の甲子園(あ だ ち充) 熱球賛歌O梶 原一騎 ノッ クアウ ト野球部(小 野真 二)

番長工一 ス(石 井 い さみ) 剛球一 人(ダ イナマ イ ト鉄) すすめ 赤ヘル軍 団(今 日あ さって)

あ くたれ球 団(北 沢 しげ る) 悲 し きピンチ ヒ ッター(さ と うひろ 番外 甲子園(内 山 まもる)

リ トル巨人 くん(内 山 まもる) み)* 燃え る白球(浦 野千賀子)

悪たれ 巨人(高 橋 よしひろ) スーパ ー巨人(森 村 たつ お) さわや か ドカベ ン香川君(集 談館)
エー スの球 ちゃん(貝 塚 ひろ し) 新 ・巨人の星(川 崎のぽ る) 野球星(和 田順 一)
ケ ンカ球場(貝 塚 ひ ろし) が ん ば れ!レ ッ ドビ ッ キ ー ズ(く ま すすめ!パ イレーツ(江 口寿史)

直球 太陽(梶 原一騎) の よしゆき)

野球 もの 魔球工一 ス(荘 司 としお) ど ぐされ球 団(竜 崎遼 児)

あ した は甲子園(守 谷哲也) 白球の詩(村 野守美)*

球 道 くん(水 島新 司) 大器のマ ウ ン ド(岩崎健 二)

わ んぱ く球 団(村 野守 美)*

おお草野球(長谷川法世)

竹 刀でア タック!(剣 道一 庄司陽子) 生徒 ドンマ イ(剣 道一聖 日出夫) 1.2の 三四郎(柔 道 一小林 まこ と)

姿三四郎(柔 道 一本宮 ひろ志) す もう甲子園(相 撲一 貝塚 ひ ろ し)

空手戦争(空手一守谷哲也)
武道 ・格技 も

の

ファ イター 幻(ボ クシ ングー黒 咲 一 リン グの 鷲(ボ クシン グー ながや す なに くそ(ボ クシングー吉森み き男)

人) 巧) 四 角 いジ ャン グル(プ ロ レ スー 梶原

闘 技(ボ ク シ が んばれ 元気(ボ ク シン グー 小 山 ゆ リン グにか けろ くボ クシ ングー 車田 一騎)

ン グ プ ロ レ う) 正 美)

ス)も の

青 春 キ ックオフ!(サ ッカー 一 有吉 フ ッ トボー ル鷹(ア メフ ト～ 川崎 の 翔 ん でる ルー キー!(バ レー一 湯沢

京子) ぽ る) 直子)
栄光 への 出発(バ ス ケッ トー 灘 しげ

み)

球 技(チ ー ム

ゲーム)も の

ホール イ ンワン(ゴ ル フー 金井 たつ

お)

テ ニ ス ・ゴ ル

フ もの

SWAN(バ レェー有吉京 子)* ジ ョッキー(競 馬一 ダイナマ イ ト鉄) ハ ス ラ ー ザ キ ッ ド(ビ リヤ ー ドー 黒

泳 げ!第5コ ー ス(水 泳一庄 司陽子) 水 しぶ きにダ ッシ ュ!(水 泳 一 ひ だ 咲 一 人)

の ぶ こ)* ラ ブ ス ケー ター(ス ケー トー ひ だ の

ぷ こ)*

その他

スポーツマンガ

の時代 区分 第IV期(物 語 の時代②)

社会と中心的 (ポ ス ト産業化社 会)

読者層 新人類

S53日 本 人の平均寿命世 界一生涯S54世 界初の女子マ ラ ソン開催

社会 とスポー 学習、余暇問題顕在化
ツ をめ ぐる出

来事
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スポーツとマンガ 生活世界におけるスポーツへの解釈的アプローチ

ス ポー ツマ ンガ通 史⑥ 【1980(昭 和55年)～1982(昭 和57年)】

年代

ジ ヤンル
1980年 〔S55) 1981年(S56) 1982年(S57)

風雲プ ロ野球(い け うち誠 一) タワチ(あ だち充) ダン トツ(水 島新司)

明 日に向 か って投 げ ろ!(石 井 い さ もて もて三冠王(岩 崎健二) 甲子 園の詩II(筒 井 昌章)
み) 本 日球 診(五 十嵐幸吉) 豪球ヤ マ ト(井 上コオ)

が んばれ!タ ブチ くん!(い しいひ そ れ ゆ け!レ ッ ドピ ッ キ ー ズ(石 川 プ ロ野球 ニ ュー ス(ア オシマ チ ュ ウ

さいち) 森彦 〉 ジ)

ナ ッ クルNα1(安 芸宏紀) おれ は 万丸(ダ イナマ イ ト鉄) つ っぱ り草野球(広 岡球志)

ナ イン(あ だち充) 青春ナ イン塙 橋 広)
いこ うぜ!球 入(服 部か ずみ) 白球の詩(水島新剛

野球 もの 4丁 目大 リー グ(倉 田 よ しみ) 光の小次郎(水島新司)
野球10ベ エ(黒 鉄 ヒロシ) 甲子 園の 詩 唄 塚 ひ ろ し〕
絶 好 調 デ ス 中 畑 くん(こ ま こ ま 野球屋 ダン1ビ ッグ錠)
TOM)

風 の 三 郎(・」・山 ゆ う)

吠 え ろ阪 神 タ イガ ー ス(ス ー プ レ ・

ク ス)

おお!補 欠(さ だやす圭)

我 ら9人 の甲 ア園(か ざま鋭二)

の た り松 太郎(相 撲一 ちば てつや) あ あ一郎(柔 道 こせ きこ うじ) ア サ シオ くん(相 撲 一い しいひ さ い

とどろ け!一 番(柔 道 ～の む ら しん 六 三四の 剣(剣 道一村 ヒもとか1 ち)
ぼ) 天馬の 空(柔 道 一司敬)

武道 ・格技 も エ ー イ!剣 道 倹1」道 一 村 上 も とか) 左巻 大学 空手部 参 上(空 手一 一本木
の 尊)

俺の剣道(剣 道 一左近 士京)

きん 肉 マ ン(レ ス リン グー ゆ で た ま ダ ン シ ン グ フ ァ イ タ ー(ボ ク シ ン グ

ご) 司敬)
闘 技(ボ ク シ

ン グ プ ロ レ

幻 もの

キ ッ カー 烈 男(サ ・カー 一 小 島 正 春) プ ン の 青 シ ュ ン!(サ ノカ ー 一 み や
一

キ ャプ テ ン翼(サ ッ カー 一 高 橋 陽 一一)

GO*シ ュ ー ト(サ ノカ ー 一 み や た た け し) キ ッ クォ フ(サ ソカー 一 ち ば 拓)

け し) ダ ッ シ ュ!翔 太 郎(バ ス ケ ッ トー 西

微 笑 み キ ッ ク オ フ(サ ッ カ ー 一 も と 岡たか 史)
は しまさひで)

球 技(チ ー ム 初 恋 シ ュ ー ト(サ ・カー 一 横 田 幸 子)

ゲ ー ム 〉もの *

ダ ッ シ ュ勝 平 〈バ ス ケ ッ トー 六 田 登 〉

テ ニ スボ ー イ(小 谷 憲 一 〉

テ ニ ス ・ゴ ル

フ もの

ラ ブ オー ル 青 春(バ ド ミン トン ー 板 スプ リン ター(陸 卜一 吉森 み き 男)

本 こ う こ) ジャンパー 〔陸 上一吉森 み き男)

白球 を叩け!(卓 球 一柿咲普 美}*

その他

スポーツマ ンガ

の時代区 分 第V期(日 常性の 時代}

社会と中心的
一

(大衆消 費社会)
読者層

S55巨 人軍監督長嶋 辞任、 王引退S57エ ア ロビ クス、ゲ～ トボー ル

社会 とスポー スー パ ー ヒー ロ ー の 時 代 に 幕 ブ ー ム

ツをめ ぐる出 モ スクワ五輪 におけ るボ イコ ・

来事 ト問題、政治 とスポー ツのあ り

方問われる
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スポーツとマンガ 生活世界におけるスポーツへの解釈的アプローチ

ス ポー ツマ ンガ通 史⑦ 【1983(昭 和58)～1985(昭 和60年)】

年代

ジヤンル
1983年(S58) 1984年(S59) 1985年(S60)

それ いけ!ち び っこ ラ イオ ン ズ(尾 い ごっそ う甲子園(内 山 ま もる) 甲子園の 空に笑 え!(,ll原 泉)*
崎 みつ お) フ ァイ ンプ レー(山 口正 人) 緑山高校(桑沢篤夫)
日球 まっ し ぐら!(小 野寺善子)* ぱ ろば ろプ ロ野球 ニ ュー ス(お おの ほ らふ け甲子園(内 崎 ま さとし)

実 録マ ンガ原辰徳(い け うち誠 一) た い じ) 野球 虫(聖 日出夫)

熱球 の 虎(高 田 まさお) ドンマ イ太一 くん(吉 森 み き男) 燃 えろ!キ ヨシ(西 崎正)
3D甲 子園 ブ ラ コン大 作(た か や健 九番 目の男(か ざま鋭二 〉 ジャ ス トミー ト(原秀 則)
二) ヒ ッ トエ ン ド ・LOVE(ひ た か 良)

ど っこいラ イナー ズ(吉 森み き男)

野球 もの GO!GO1ピ ラニアー ズ(中 村龍 平)

野望球団(影丸譲也)
め ち ゃん こ甲子園(進 藤博 子)*

大甲子園(水島新司)

ドラ ゴン拳(拳 法 一小林 たつ よ し) 鉄 拳チ ン ミ(拳 法一前 川た け し) ザ ・合 気道(合 気道 一佐藤 貞夫)

空 手三国 史(空 手一峰岸 とお る)

武道 ・格技 も

の

おれ の ラウ ン ド(ボ クシ ン グー 金 井 実録 まんが 長州 力(プ ロレ スー い け
たつお) うち誠一)

闘 技(ボ ク シ プ ロ レス3四 郎(プ ロ レスー神 矢 み 風雲 プ ロ レ ス30年(プ ロレ スー森 村
ン グ プ ロ レ の る) たつ お)
ス)も の 実 録 まん がア ン トニ オ猪木(プ ロ レ プ ロ レ ス 鬼(プ ロ レ スー コ ン タ ロ ウ)

スーい け うち誠一)

プ ロレスの鬼(プ ロレ スー泉 昌之)

マ ッチ ポイン ト(バ レー 一 尾崎 あ き 校舎 うちの イ レブ ン(サ ッ カー一 ち 燃 え てVシ ュ ー ト(サ ッ カ ー 一 倉 田

ら) ばあ きお) よ しみ)*
海峡 イレブ ン(サ ッカー 一前 川K三) ラ カL(ラ グ ビー一 のだ しげみ) され ど スクラム(ラ グ ビー しの は
サ ッ カー 魅(サ ッ カー 一 の だ し げ る) Theス トラ イ カー(サ ッ カ ー 一 前 川 ら勉)

たけ し) ナ イ ス シ ュー ト(バ スケ ッ トー 浦 川

球 技(チ ー ム 佳弥)*
ゲー ム)も の イレブ ン(サ ッカー一高橋 広)

エー ス(バ レー一佐 々木潤 子)*

ス トラ イカー 列伝(サ ッカー 一み や

た け し)

が ん ば れ!キ ッ カ ー ズ(サ ッ カ ー 一

なか いの りあき〉

ウ イ ニ ン グ シ ョ ッ ト(テ ニ ス ー 小 谷 逆 転 ラ ブ ・ス マ ッ シ ュ(テ ニ スー 灘 し プ ロ ゴ ル フ ア ー 一 条 一 也(ゴ ル フ ー

憲一) げ み) 池原 しげ と)

テ ニ ス ・ゴ ル

フ もの

新プ ロゴル フ ァー 猿(ゴ ル フー藤 子

不二雄)

バ ーデ ィ・バー デ ィ(ゴ ル フー芳谷圭

児)

1の 番 ホー ルの鷹(ゴ ル フー 竜崎 遼

プ ロゴ ルフ ァあ りフ ァ物騒(ゴ ルフ
ー 政岡 としや)

光 へ の ス トロー ク(テ ニ スー ひた か

児) 良)

跳 べ!一 発(オ ー トバ イー つ ちや ス 100Mジ ャ ンパ ー(ス キ ー 一 高橋 陽 スプ リン ター(陸 上一 小山 ゆ う)
ミ オ) 一一)

熱 い 道42.195キ ロ(陸 ヒー 吉 森 み き 炎の転校 生(学 園 スポー ツ～ 島本 和

男) 彦)

その他

スポー ツマ ン ガ

の時代区分 第V期(日 常性 の時代)

社会 と中心的
読者層

S59ロ ス五 輪 スポー ツ イベ ン ト
社会 とスポー の商業主義化進む
ツ をめ ぐる出

来事
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スポーツとマンガ 生活世界におけるスポーツへの解釈的アプローチ

ス ポー ツマ ンガ通 史⑧ 【1986(昭 和61年)～1988(昭 和63年)】

年代
1986年(S61) 1987年(S62) 1988年(S63)

ジヤン ル

白球 の飛翔(五 十 嵐幸吉) ス ロ ー ス テ γプ(あ だ ち 充) プ ロ 野 球 どん ま い ラ ン ド(コ ジ ロ ー)

夏の球 児た ち(み や たけ し) リトルボー イ(あ だ ち充) ストッパー(水 島新司〉

ドンマ イ草野球(武 下純也) w大 野球部物 語(和 田純) か っ とび!童 児(た かや 健二)

か っとばせ!キ ヨハ ラ くん(河 合 じ 志 水 くん!フ ルカウ ン ト2-3(土 肥

ゆ ん じ) 誠)

アゲ イン(小 野新 二) 遙 か なる甲子園(戸 部 良也)

カ ッセ!清 原(幸 野武) 名門!第 三野球部(む つ利之)

県立海空高校野球部員山下たろ一君 おん な甲子園(野 妻 まゆみ)*

野球 もの (こ せ き こ う じ)

シ ヨー リ!(ち ば 拓)

甲子園の狼(竜崎遼児)

俺が 甲子園(日 高 りょう)

YAWARA!(柔 道一浦沢 直樹) お っ と と1お 相 撲 くん(相 撲 一 コ ン

柔道部 物語(柔 道 一小林 まこ と) タ ロ ウ)

燃 える!お 兄 さん(空 手 佐藤正)

武道 ・格技 も うっち ゃれ五 所 瓦(相 撲 一 なか い ま

の 強)

こ ちら埼 玉 の上 大 学 ボ クシ ン グ部 闘翔ボー イ(プ ロ レスー 竜崎遼 児) マ イ クタ イソン物語(ボ ク シン グー

(ボ クシン グー唯 洋一郎 〉 令嬢 レスラー(プ ロレ スー 中野喜 雄) 井上紀良)

闘 技(ボ ク シ チャ ンプ(ボ クシ ングー ちば あ きお)

ン グ プ ロ レ

ス)も の

マ リエ背 番号16(バ スケ ッ トー 高 橋 ピン クの イレブ ン(サ ッカー一 高 橋 明 日ヘ キ ッ ク オ フ(ラ グ ビ ー 一 高 田

千鶴)* 千鶴)* まさお)

か っ とび 一 斗(サ ッ カー 一 門 馬 も と オ フ サ イ ド(サ ・ヵ 一 一 堀 内 真 人) タ ソク ル 魂(ラ グ ビー 一 さ な だ しん

き) じ)

サ ッ カ ー 少 年 ム サ シ(サ ッ カー 一 た 花 園 トライ(ラ グビー 一 清 水 と しみ

球 技(チ ー ム なか てつお) つ)

ゲ ー ム)も の お 山の五九(サ ッカー一 さだやす圭)

涙 のバ レー ボー ル(バ レー 一堀 内真

人)*

プ ロゴル フ ァ爆 弾馬(ゴ ル フー 政 岡 ロ ス トボ ー ル 見 つ け た(ゴ ル フ ー さ ラ ジカル庭球 団(テ ニ スー森 真理)*

と しや) か もと瓢 作) スー パ ー シ ョ ッ ト(ゴ ル フ ー 板 本 こ

テ ニ ス ・ゴル

フ もの

明 日 カ ップ イ ン(ゴ ル フ ー 木 村 え い

じ)

Dr.タ イ フ ー ン(ゴ ル フ ー か ざ ま 鋭

あ した天 気 になあれ(ゴ ル フー ち ば

てつや)

う こ)*

二)

ワ イル ドラ ン(カ ー レー スー大 宮 直 空の キャ ンバ ス(体 操一 今泉伸二) 闇の レオター ド(ダ ンスー 小杉彩)*

依) ブ レ イ ク シ ョ ・卜(ビ リヤ ー ドー 前 ス ケ ボ ー ロ ッ キー(ス ケ ボ ー 一 あ さ

ロー ドラ ン ナ ー(オ ー トバ イー 次 原 川 たけ し) い もとゆき)

隆二) ダン シング(ダ ン スー佐 々木潤子)*

その他
風 を抜 け(陸 上一村 上 もとか)
バ タア シ金魚(水 泳 一望 月峯太陽)

風 のフ ィー ル ド(陸上一 みやた け し)

走 れ イ ダテ ン キン グ(陸 上 一 左近 士

京)

ち ょ っ と ヨ ロ シ ク(学 園 ス ポ ー ツ ー

吉 田聡)

スポーツマ ンガ

の時代 区分
第VI期(儀 礼化 の時代)

社会と中心的 (情報化社会)

読者層

メデ ィア の ハ イ テ ク ノ ロ ジ ー 化 メデ ィア ス ポ ー ツ スペ クテ ー タ ー ス

社会 とスポー ポー ツの拡 大

ツ をめ ぐる出

来事

一218一



スポーツとマンガ 生活世界におけるスポーツへの解釈的アプローチ

ス ポー ツマ ンガ通 史⑨ 【1989(平 成1年)～1991(平 成3年)】

年代
1989年(H1) 1990年(H2) 1991年(H3)

ジヤ ンル

爆 笑!野 球 ギ ャ グマ ンガ大行 進(大 瀬戸際少年団(小林義永) 乱入 甲子園フ ァウル(井 浦 秀夫)

平 かずお) 幸福野球(大棚ざらえ) プロ野球の名選手(五十嵐幸吉)

が んばれ1ア ニマ ル ズ(小 原英治) ボ クらの甲子園(お おつぼ マ キ) ヘ ビメタ甲子園(み やすの ん き)

エー ス!(佐 藤文 彦) それ ぞれの甲子園(ほ ん ま リラ)

逆境ナ イン(島 本和彦)
エー ス(高 橋 陽一)

野球少年(北見けんいち)

女 たちのべ一 スポール(野 妻 まゆみ)

野球もの *

帯 をギ ュッ とね!(柔 道～河合 克敏) 両国花錦闘士(相撲一岡野玲子) はっけ よい(相 撲一前 川K三)

ひか る!チ ャチ ャチ ャ ッ!(柔 道一

み の もけん じ)

武道 ・格 技 も

の

神様 はサ ウ スポー(ボ クシ ングー 今 ラ イバ ル(ボ クシン グー柴 山薫) ゴ ング を鳴 らせ(ボ クシ ン グー こ し

泉伸二) フ ァ イター(ボ クシ ン グー た がみ よ ば しげ る)

闘 技(ボ ク シ しひ さ)

ン グ プ ロ レ は じめの一 歩(ボ クシン グー 森lllジ

ス)も の ヨー ジ)

ボ クサー(ボ クシン グー神 矢のぼ る)

タッチ ダウ ン(ア メフ トー小 島利明) 炎の 闘球 児 ドッヂ弾平(ド ッヂボ ー SLAMDUNK(バ スケ ッ トー 井上

ス ク ラ ム(ラ グ ビ ー 一 こせ きこ う じ) ルー こ したてつ ひろ) 雄彦)
ノーサ イ ド(ラグ ビー一里 見桂) シ ュ ー ト!(サ ッカ ー 一 大 島 司)

工業 哀歌 バ レー ボー イズ(バ レー 一 超機 動暴 発蹴球野 郎(サ ッ カー一 に

村 田ひろゆ き) わの まこ と)

球 技(チ ー ム ス ト ラ イ カ ー 勇 気(サ ッ カ ー 一 と も

ゲーム)も の なが ひで き)
フ リー キ ッ ク(サ ッ カー 一 原 秀 則)

健太や ります(バ レー一満 田拓也)

イー グル ドライバー(ゴ ル フー清 水 プ ロゴ ルフ ァー織 部 金次 郎(ゴ ルフ

と しみ つ) 一高井研 一郎〉

一"

ア ニ ス ・コ ル

フ もの

翔 の伝 説(テ ニ スー高橋 陽一)

風 の生 まれ る ところ(テ ニ スー 佐 々

木潤子)

賭 け ゴルフ ァー翔(ゴ ル フー 前 川K

三)

激 闘!荒 鷲 高校(ゴ ル フー沼 よ しの

ぷ)

ザ ・ハ ス ラ ー(ビ リヤ ー ドー 一 の 瀬 め ざせ1等 賞(陸 上一 みや た け し〉 天 よ り高 く(馬術一浅 美裕子)

正) 風の シルフ ィー ド(馬術一本島幸 久) ト ップ ス ピ ン(カ ー レー スー 三 山 の

銀 の トウ シュー ズ(バ レエー 上 原 き ぼ る)
み こ)

その他
虹 の ランナー(陸 上一 ちば拓)

スポーツマンガ

の時代 区分 第VI期(儀 礼 化の時代)

社会 と中心的
読者層

スポーツ にお ける国際化女性 の進出 、

社会 とスポー プロアマの接近進 む

ツをめ ぐる出

来事

一219一


